
GTC評価項目専門レベル1

□遠くまで目が見える

□軸を環境にセットできる

□内外モーメント分析ができる

□バランス戦略を予測することができる

□運動パターンを予測することができる

□声掛けに対してどの動きが最初に出るか見ることができる

□声のトーンの分析ができる

□どのような性格か予測することができる

□今の現状をどこまで把握しているかどうか聞くことができる

□今の現状を変えてどうなって何がしたいかまで詳しく聞くことができる

□いつまでにどうなりたいかを明確に聞くことができる

□表情を読み取ることができる

□どのワードに反応が強いか観察できる

□再現性の痛み、痺れかどうか聞くことができる

□痛みの部位を限局していく質問ができる

□軸を環境にセットできる

□中心視の特徴を説明できる

□周辺視の特徴を説明できる

□中心視と周辺視を使い分けることが出来る

□大きな動きとなっている場所がわかる

□全く動いていない場所がわかる

□局所的な動作を説明できる

□局所的な動作が全体にどのように影響しているかを説明できる

□動き始めがどこからなのかを説明できる

□気になったその瞬間を切り取り脳内に記憶できる

□左右差や前後差など現在の状況で比較できる

□治療前や1週間前など過去の動きを想起することができる

□治療前後や1週間前など過去の情報と今の状況を比較できる

□その比較した結果から今後どんなリスクがあるか予測できる

□重力を上手に使えているかどうか予測できる

□支持基底面と重心の関係性で動作を説明できる

□臥位・坐位・立位等の各肢位のアライメント傾向を基に動作を予測

□各動作におけるモーメント・重力の影響を説明することができる

□寝返りの特徴を説明できる

□寝返り時に最初に動いている部位を見つけることができる

□寝返り時に最後まで残っている部位を見つけることができる

□起き上がりの特徴を説明できる

□起き上がり時に最初に動いている部位を見つけることができる

□起き上がり時に一番力が入っている部位を見つけることができる

□立ち上がりの特徴を説明できる

□立ち上がり時に最初に動いている部位を見つけることができる

□歩行の特徴を説明できる

□立脚期の特徴を説明できる

□遊脚期の特徴を説明できる

□一歩目どちらから出すのかを見ることができる

姿勢・動作分析レベル1　全108項目中53項目

□指示なしの無意識の姿勢・動作分析

(全5項目中0項目)

□声掛けに対する反応分析

(全3項目中0項目)

□問診

(7項目中5項目)

□指示ありの姿勢・動作分析

(全30項目中16項目)
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□身体の各部位の名称が全て説明できる

□身体を構成する組織、特に骨から表皮までの組織解剖を把握して

□関節の機能解剖を説明できる

□骨の形状を説明できる

□筋の構造を生理学的に説明できる

□外力と応力の関係性を説明できる

□てこの原理(支点・力点・作用点）を説明できる

□ベクトルを説明できる

□モーメント(外的・内的)を説明できる

□物体の重心がどこにあるのかを説明できる

□床反力を説明できる

□支持基底面を説明できる

□重心と支持基底面の関係性を説明できる

□重心と関節モーメントの関係性を説明できる

□隣り合った骨との関係性(アライメント)を説明できる

□2つ隣の骨の関係性(アライメント)を説明できる

□関節を3つ以上跨いだ骨との関係性(アライメント)を説明できる

□主要なランドマークを触れる(上肢・下肢・体幹全て)

□浅層の筋を触れる(上肢・下肢・体幹全て)

□浅層の筋膜を触れる

□皮膚を触れる

□骨のアライメントを説明できる(上肢・下肢・体幹全て)

□筋のアライメントを説明できる(上肢・下肢・体幹全て)

□骨と筋の関係性を説明できる

□立ち直り反応を説明できる

□臥位で骨のアライメントを説明できる

□臥位で筋のアライメントを説明できる

□臥位でベッドとの接地面の関係性を説明できる

□臥位で上肢の重さの違いがわかる

□臥位で下肢の重さの違いがわかる

□臥位で重心の位置がわかる

□臥位のバランス戦略を説明できる

□座位で骨のアライメントを説明できる

□座位で筋のアライメントを説明できる

□座位でベッドとの接地面の関係性を説明できる

□座位で上肢の重さの違いがわかる

□座位で下肢の重さの違いがわかる

□座位で重心の位置がわかる

□座位のバランス戦略を説明できる

□立位で骨のアライメントを説明できる

□立位で筋のアライメントを説明できる

□立位で床との接地面がわかる

□立位で上肢の重さの違いがわかる

□立位で下肢の重さの違いがわかる

□立位で重心の位置がわかる

□立位のバランス戦略を説明できる

□バランス戦略から問題点を抽出できる

□バランス戦略と動作の関係性がわかる

□アライメント分析

(全48項目中26項目)
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□骨からの誘導で、関節の軸に沿って動かすことができる

□筋からの誘導で、関節の軸に沿って動かすことができる

□筋膜からの誘導で、関節の軸に沿って動かすことができる

□皮膚からの誘導で、関節の軸に沿って動かすことができる

□エンドフィール等を感じその原因を考えることが出来る

□骨・筋・皮膚の触り分けをすることが出来る

□反応を最小限に抑えた触れ方をすることが出来る

□再現性のある環境設定することが出来る

□重さがかかっている部位がわかる

□重さの種類を判別できる

□抵抗感を感じることができる

□抵抗感の種類を判別できる

□抵抗運動を正しくできる

□抵抗のベクトルを変えて、出力する筋を自由に変えることができる

□筋緊張の程度を触知することが出来る

□他動運動分析

(全15項目中6項目)
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